
人間ドック健診施設機能評価 Ver.4 総合評価  

施設名  ：  社会医療法人北九州病院  北九州小倉病院  ドックセンター                                    

受審施設の概要  

北九州小倉病院ドックセンターは、福岡県北九州市にある。 2003年にＮＴＴ北九州病院を

譲り受け、北九州小倉病院として開院した。ＮＴＴ北九州病院時代から行われているＮＴＴ

社員の人間ドックをそのまま引き継ぎ、さらに翌 2004年には人間ドック個室を設けて、二日

ドックも行われるようになった。ＪＲ小倉駅よりバスで約 10分の場所にあり、また受診者の

前泊サービス（無料）も受け入れるなど遠方からの受診者への配慮もみられる。  

年間の受診者数は、一日ドック約 900人、二日ドック約 1,800人と、二日ドックを積極的に

行っている。 2006年に初回の認定を受け、今回が 3回目の更新審査である。  

 

第１領域  理念達成に向けた組織運営  

理念と基本方針は、人間ドックのパンフレットおよびホームページ、また、結果報告書の

裏表紙にも掲載されている。受診者の権利、責務もパンフレットおよびホームページに掲載

されている。  

個人情報の取り扱いについては、ホームページに病院と共通のプライバシーポリシーが掲

載されている。また、職員に対して研修が行われている他、入職時に誓約書を取得して漏洩

防止に努めている。  

中長期計画、年度事業計画、予算書に関しては、健診部門として作成されており、予算、

受診者数は毎月１回開催される全体会議で評価が行われている。  

職員体制に関しては、適切な職員数および配置がされている。今後は定期的に待ち時間調

査を行い、どこの部分にどれだけ時間を要しているのか等の実態把握を行うことも検討され

たい。専門資格の取得状況については、内視鏡の実施数が多いこともあり消化器内視鏡技師

の専門資格を取得している職員が２名在籍していて充実している。  

教育体制に関しては、看護部では人間ドックに関する勉強会を月１回のペースで定期的に

開催する等積極的な体制があるが、今後は、他の部門での体制構築にも期待する。  

医療安全管理体制については、病院共通のマニュアルが作成され、医療安全管理委員会が

月１回開催されていて適切である。感染性廃棄物の処理は、最終保管庫の管理も含めて適切

に行われている。  

職員の健康管理に関しては、職員健診やストレスチェック、予防接種が行われている。  

情報の管理体制に関しては、書類や不要なハード類の処理方法がマニュアル化され、適切

に扱われている。なお健診システムの根幹になるサーバーは事務所内に設置されている。室

温が一定でなく、サーバーに負担がかかることや、職員の入退室が頻繁に行われることから

も、入退室の管理が可能な専用の部屋への設置について検討を望む。  

高齢者や障害者への対応は、病院共通のマニュアルがあり適切に対応している。対応が施

設外に周知されていないので、今後は対応方法をホームページに掲載するなど周知方法につ

いても検討されたい。  

外国人受診者の受入れについては、マニュアルが作成されている。  

 

第２領域  受診者中心の良質な健診の実践  

予約、受付業務は、適切にマニュアルが作成されている。受診者からの提出物一覧が作成

されており、職員間で統一された受診者対応がなされている。  

会計は、受診後に適切に行われており、未集金の管理システムも導入されている。毎月の



運営会議において収支報告が行われていて、議事録を回覧して周知がされている。  

日本人間ドック学会が提示する基本検査項目は、すべて行われている。上部消化管も含め

消化管内視鏡検査は充実している。  

健診フロアは十分なスペースを有し清潔も保たれている。一部検査で一般患者との混在す

る可能性があるが、時間差の実施や看護師によるエスコートなど配慮がされている。宿泊室

は広い室内にアメニティが準備されホテルレベルの快適な空間が提供されている。夫婦受診

様にツインの部屋も設置されている。  

受診前の送付書類、ホームページは充実しており、十分な情報提供が行われている。また、

受診者からの問い合わせに対しても、マニュアルが整備され、適切に対応されている。  

医療面接も、コロナ感染対策で若干変更されてはいるものの、十分な情報を確認し、多職

種とも共有して当日の健診にも生かされている。また、内視鏡検査などではリスクについて

も説明されている。同意書の取得も適切に行われている。  

検体検査はブランチラボに委託されている。精度管理についての報告を随時受けているも

のの、施設側に精度管理委員会等が設置されておらず、今後は把握体制の充実等について検

討を望む。生理検査、放射線検査に関しては、マニュアルも整備され、日常点検、保守点検、

異常時対応は十分に行われている。  

検査結果の判定基準は、日本人間ドック学会が策定する基準に沿って判定されている。Ｘ

線検査の二重読影体制は、今回の受審を機に整備された。  

医師による結果説明は、一日ドックに関しては診察と同時に行われている。画像も提示し

ながらほぼ全項目を説明し、血液検査結果は仮結果表を渡すなど、受診者に対する配慮がみ

られることは評価したい。説明時間が若干短めである点は、今後の取り組みに期待したいと

ころである。  

管理栄養士による保健指導が一日ドック受診者全てに対して行われ、さらに看護師による

保健指導も行われていることは評価できる特筆に値する。今後は、二日ドックでの指導率向

上についても取り組みを期待する。また、指導内容を受診者に対して結果表などで示すしく

みについても検討されたい。  

 

第３領域  継続的な質改善の取り組み  

受診者の要望に対しては、ご意見箱の設置等、積極的な改善活動を行い、その対応も掲示

するなどして受診者に公開している。これらの姿勢から、受診者要望に対する積極的に取り

組みが伺われる。アンケートは二日ドックの受診者のみに対して行われており、今後は一日

ドックの受診者に対しても実施を期待する。  

受診後のフォローアップについては、看護師と事務職員が担当して行われている。ドック

システムより、「再検査（要治療）のご案内」を作成し、結果表に同封し、受診状況を把握

するしくみである。今回の受審を機に、受診後３カ月後に受診勧奨を行う工程が追加され、

受診率は向上傾向にあるが、今後も継続的な検討や取り組みに期待したい。また、受診者が

広範囲にわたるため、受診者自身が精密検査や受診医療機関を探している状況がある。今後

は、受診者の大部分を占めるＮＴＴ社員の健康情報を管理するＮＴＴ健康管理センターとの

連携も深め、受診者の健康増進に寄与できる体制が充実するよう、一層の取り組みが望まれ

る。追跡検査と判定した受診者のフォローアップ体制についても、指示や把握方法について

検討を期待する。  

健診結果の統計が行われ、各種調査協力には積極的に参加しているが、学会活動や論文発

表が少ないので、今後の取り組みに期待したい。  

地域の健康関連イベントとして、オープンホスピタルを年１回開催し、健診部門の職員も

参加している。今年度は一時休止されたが、食事レシピの提供や健康体操の指導、計測体験



等が行われており、再開を期待する。  

保険者や事業所への情報提供については、ＮＴＴが主催する会議に契約医療機関として出

席し、人間ドックの実施状況を報告している。今後は、結果の分析や経年比較等についても

情報提供できると健康経営に向けた情報提供につながると思われる。  

業務改善体制については、看護部で個人毎の目標シートが作成され評価も行われている他、

受診者数の推移をグラフ化し全体会議で共有するなどして計画に対する評価を行っている。  

 前回の指摘事項の大きな点としては、フォローアップ、要精密検査・追跡検査指示者の結

果の把握が不十分な点であった。それに対し、ドックシステムの改善により、「再検査（要

治療）のご案内」を作成し、結果表に同封するように改善された。また「受診確認書」を受

診者より、「精密検査票」を受診医療機関より返送するように依頼している。現在はこの運

用が開始されたところであり、今後の実績向上に期待する。  

 

総括  

人間ドックの充実に向けて、限られた条件の中で、より良くしようという検討を継続的に

進めている。その姿勢は職員全体におよび、機能評価の受診を機にさらに改善につながる仕

組みが構築されている。前回の指摘事項に対しては一定の取り組みや改善が見られた。  

なお、フォローアップ体制については、さらなる充実に向けた継続的な取り組みを期待す

る。  

総合的見地から、人間ドック健診施設機能評価の認定（更新）に値すると判断する。  

 

審  査  日   2021 年  11 月  11 日  

認定承認日  2021 年  11 月  20 日  

 


